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I.は じめに

　近年、育児支援のシステムとして、地域における育児

サークルやグループなど、 ピアによる母親のサポー トが

効果をあげている。 しか し、育児期のサポー トに比べ、

妊娠 ・出産期か らの取 り組みは少 ないのが現状である。

そこで、母親同士が気軽に話ができるように、育児ス ト

レス群 より選定 したピア相談員による育児相談室を産科

施設内に開設 し、利用 した妊産婦の相談内容 ・評価、お

よび相談員の感想などを調査 しその効果を検討 した。
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Ⅱ.目 的

　産科施設内に育児相談室を開設す ることで、母親同士

が気軽に相談ができる場 を提供 し、その効果を検討する

ことを目的とした。

Ⅲ.研究方法

　 1.研 究方法

　　地域の中核病院である青森県青森市A病 院と連携、

　産科施設内に育児相談室を実際に開設 し、介入研究の

　手法で実施 した。

　 2.研 究対象

　　平成17年!0月 から平成!8年3月 までの6ヶ 月間に育

　児相談室を利用 した妊産婦13名 。

Ⅳ.結 果

　 A病 院の産科外来内に、妊娠中 ・育児 中の母親同士の

ピア・サポー トを目的とした 「相談室ノア」を設置 した。

相談室の名称 には、利用者が親 しみを感 じ、より多 くの

市民が広 く気軽に利用することを通 して妊娠生活 ・育児

生活、家族 ・仕事の不安や悩みを可能な限り解消 してい

ただきたいという意味や願いが こめられた。相談室の案

内は、チラシと病院のホームページで行った。

　相談員は、前年度の面接調査の対象者(育 児ス トレス

群)か ら選定 し、妊産婦が医療専門職には直接、率直か

つ自由に聞 くことができない ような疑問や質問など気軽

に相談できることをねらいとした。また、相談 ・助言を

通 して相談に訪れた女性が問題解決をはかること、不安

の軽減、仲間作 りを実施上の目標においた。

　　相談室は平成17年10月 か ら平成18年3月 までの6ヶ

月間、毎週木曜 日の13:00か ら16:00ま での時間帯で行

われ、期間内の開催回数は12回 、利用者は13人 であった。

　相談室の相談内容、評価 は、表1と 表2の とお りであ

る。

表1　 相談室の相談内容

相談者

初産 ・妊娠中の7名

妊娠 ・産後の3名

経産 ・妊娠中の2名

経産 ・産後の1名

主な内容

出産に対する期待と不安、保育園など出産後の生活のこと、

新生児の抱き方やおむつ交換の方法、友人問題、出産準備品

分娩室や入院中での問題

看護師の妊婦への対応 ・態度のこと

育児不安、日常生活全般のこ

表2　 相談室の評価

項目

相談室利用の主な理由

相談室の雰囲気など

内容

「引っ越 ししてきて間 もな く知 り合いが少ない」「子育てや日

常生活の具体的な情報が欲 しい」「友人 に誘われて」

「利用 しやすか った」「相談員の対応が とてもよかった」「ま

た利用 したい」「もといろいろな人 に知 ってもらって利用 して

もらえる と、いろいろな話が きけてよい」

　相談員においては、自分 自身の育児の振 り返ること、

ほかの母親を支援すること、により達成感や充実感を感

じていた。

Ⅴ.考 察

　利用者の相談内容および評価には、育児に関すること

が中心 にとりあげられているものの、友人のことや日常

生活についてなど、医師や看護職など専 門職にはあまり

相談 しない と思われる内容 もあった点が特徴的であっ

た。そのことから、利用者は母親同士で気軽に話 をする

ことがで き、 さらに日常的な不安や悩みを表出して仲間

同士で解決するという効果があった。今回の取 り組みは

「気軽な相談」が目的であるが、その延長線上 には、再評

価 カウンセリングやMCG(Mother　 and　Child　Group)

と同様の支援効果 も期待 される。

　近年、人と人 との対面によるコミュニケーシ ョンが苦

手 という母親が多い。意識調査によると、子育てを通 じ

た近隣 とのつきあいがない母親に比べ、つ きあいがある

母親は、子育てを楽 しい と感 じる比率が高 くなってお り、

人との関わ りの持ち方によって子育てに対する考え方が

変わることが示 されている2)。そのため、この ような相

談室によって子育てを通 じたつ きあいの機会の場を提供

することが、育児支援のサポー トシステムとして効果的

といえる。

　今 回は、同 じ母親同士 による育児相談室を産科外来内

に開設 したことにより、健診や受診の際に気軽に立ち寄

れる利点に着目することがで きた。実際に相談室を利用

した妊産婦 さんか らは肯定的な評価があることから、今
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後は案内や時間帯などの検討により利用者数の増加 をは

かる対策が必要 とされる。(本研究は平成15年 ～17年 度文

部科学研究 「児童虐待の未然防止並びに再発予防を目的

とした親へのサポー トシステムの構築 」の一部である。

研究分担者:新 道幸恵、浅田豊、大西香代子)
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